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課 題 指 導 の 手 だ て

全学年の共通課題

・基礎学力の定着、向上 ・数学の問題すべてに必要とされる「基礎計算力」の向上を図るた

めに、毎日計算をする習慣を身に付けさせる。授業の冒頭で計算

問題を復習し、家庭学習として基礎計算の課題を与える。

・数学への興味、関心を ・ わかる」授業に努め、数学の問題を解くことに達成感や自信をも「

高める たせ、学習意欲を高めていく。

・数学に触れ合う ・数学コーナーを充実させ、復習として役立てたり、他学年の授業

内容の見通しをもたせたり、常に数学と触れ合う環境をつくる。

・最後まであきらめない ・小数、分数など苦手意識をもつ分野は小学校との連携を図り粘り

強く復習することで、あきらめない習慣を身に付けさせる。

学年毎の課題 学 年 実 態 指 導 の 手 だ て

好奇心があり ・正負の数の基礎計算力の定着を目指し、毎日の反１ 年 、

教え合い意欲 復学習に取り組む。

的に取り組ん ・既習事項を忘れないために、常に復習を意識した

でいる。発言 授業を実践する。

は一部の生徒 ・グループ学習（学び合い）を重視し、学級全体で

になってきた 高まっていけるような授業（環境）をつくる。。

授業に興味を ・文字式の計算や方程式など基礎計算力の定着を目２ 年

もち、わから 指し、家庭学習ノートを中心とした毎日の反復学

ない部分を学 習に取り組む。

び合いながら ・図形分野における証明の理論や考え方に力を入れ

進めることが 数学的な思考力を高める。

できる。 ・板書を整理し、視覚に訴える授業を実践すること

で、生徒の記憶に残る授業づくりをする。

授業に集中し ・講義形式だけではなく、ゲーム的な要素を取り入３ 年 、

説明等をしっ れたりと、生徒の数学への興味、関心を高める授

かり聞く。 業を実践する。

わかろうとす ・授業で学んだことを定着させるために、課題をた

る意欲が感じ くさん与えることで家庭学習の習慣化を目指す。

れれる。 ・習熟度に応じて個に対応した授業展開も行う。



数学科 評価・評定について
１ 評価の観点と評価規準の例（単元名「正負の数 ）」

観点 数学への 数学的な 数学的な 数量、図形についての
単元 関心・意欲・態度 見方や考え方 表現・処理 知識・理解

・身のまわりから正負の数が使わ ・正負の数を用いて表すことを通 ・いろいろな事象やたがいに反対 ・正負の数に関する用語の意味
１章 れているものを見つける。 して、事象や性質について、よ の性質をもつ量を、正負の数を を理解している。

・身のまわりの事象を、正負の見 り広く考察する。 用いて表すことができる。 ・たがいに反対の性質をもつ量
４ 正負の数 方でとらえる。 ・Oのもつ意味の理解を広め、数 ・正負の数を数直線上に表したり を表すのに、正負の数が使わ

・正負の数で反対の性質をもつ量 を負の数まで拡張することがで 正負の数の大小を不等号を用い れていることを知る。
を統一して表す良さを学ぶ。 きる。 て表したりすることができる。 ・正負の数の大小関係や絶対値

・正負の数の加減や乗除の計算方 ・加法・減法や乗法の原理を、数 ・正負の数の四則や、四則のまじ の意味を理解している。
法を考えようとする。 直線を用いて考えることができ った計算ができる。 ・正負の数の加減や乗除の計算

月 ・加法と減法を統一的にみて、負 る。 ・正負の数の計算を、身のまわり の意味とその方法を理解して
の数の必要性に気づく。 ・減法を計算の可能性が拡大した の問題を解決するときに利用す いる。

・くふうして計算しようとする。 という視点で見ることが出来 ることができる。 ・加法、乗法における交換・結
・正負の数の計算を利用して身の る。 ・それぞれの数の範囲でいつでも 合・分配法則成立の理解して

まわりの問題解決にあたる。 ・加法と減法、乗法と除法を、そ できる計算をいうことができ いる。
・数の範囲によってできない計算 れぞれ統一的に見ることができ る。 ・負の数を考えることで、減法

があることに関心をもつ。 る。 がいつでもできるようになっ
５ ・数の範囲をどのように広げれば ・計算を能率的に行う方法を考え たことを知る。

よいか考えようとする。 る。 ・分数を考えることで、除法が
いつでもできるようになった

月 ことを知る。

観察・ワークシート・ノート等 〈観察・ ・テスト等〉 〈定期テスト・小テスト等〉 〈定期テスト・小テスト等〉〈 〉 ワークシート

２ 評価計画の例（１年１学期）

観点 数学への 数学的な 数学的な 数量、図形についての
評価方法 関心・意欲・態度 見方や考え方 表現・処理 知識・理解

定期テスト（２回） ２００点 ５０点 １００点 ５０点

小テスト（２回） ６０点 ２０点 ２０点 ２０点

ワークシート ６０点 ３０点 ３０点

教師の観察 平常点 １００点 ６０点 ２０点 ２０点（ ）

ワーク点検（２回） ２０点 ２０点

ノート点検（２回） ２０点 ２０点

宿題の状況 ２０点 ２０点

合 計 ４８０点 １２０点 １２０点 １２０点 １２０点

各観点の比率 ２５％ ２５％ ２５％ ２５％

３ 観点別評価・評定

１００～８０％ ８０～５０％ ５０～０％ １００～９０％ ９０～８０％ ８０～５０％ ５０～２０％ ２０～０％
観点別評価 評定
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